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八
月
五
日
、
東
京
都
警
視
庁
武
道
館

で
各
県
予
選
を
勝
ち
進
ん
で
き
た
柔
道
、

剣
道
そ
れ
ぞ
れ
四
十
八
チ
ー
ム
（東
京

都

ニ
チ
ー
ム
）
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
熊
本
県
代
表
の
高
森
少
年
剣
道
ク

ラ
ブ

も
順
調
に
勝
ち
進
み
準
決
勝

で

優
勝
し
た
岡
山
チ
ー
ム
に
惜
敗
し
ま

し
た
が
見
事
な
活
躍
で
し
た
。

今
大
会
に
は
熊
本
県
予
選
を
勝
ち

抜

い
た
小
学
校
の
部
代
表
の
当
ク
ラ

ブ

に
中
学
校

の
部
を
制
し
た
長
陽
中

学
校
の
剣
士
が
含
同
で
高
森
少
年
剣

道
ク
ラ
ブ

と
し
て
県
代
表

で
出
場
し

ま
し
た
。

日
頃
の
厳
し
い
稽
古
、
豊
富
な
試
含

経
験
を
活
か
し
た
見
事
な
試
合
展
開

に
同
伴
し
た
保
護
者
も
涙
な
が
ら
に

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
も
厳
し
い
稽
古
の
中

に
も
相

手
を
気
遣
う
心
や
、
昨
今
、
失
わ
れ
が

ち
の
礼
儀
作
法
を
十
分
に
学
ん
で
大

き
な
心
を
持

っ
た
剣
士
に
育

っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

¬口畷

ＬＪ
ｒ
●
ア

夏
休
み
真

っ
た
だ
中
の
八
月
二
日
、
日
曜
日
正
午
か
ら
高
森
湧
水
公
園
の
ト

ン
ネ
ル
前
で
中
学
校
以
下
を
対
象
と
し
た
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
中
ぐ
ら
い
は
お
も
い
っ
き
り
自
然
と
触
れ
合

っ
て
も
ら

お
う
と
「事
業
組
合
森
の
風
」が
主
催
し
て
行
っ
た
も
の
。

駆
け
つ
け
た
子
ど
も
や
保
護
者
た
ち
約
五
百
名
は
か
ら
だ
い
つ
ぱ
い
水
を

浴
び
な
が
ら
も
池
に
放
さ
れ
た
千
匹
の
ヤ
マ
メ
と
悪
戦
苦
闘
を
演
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い
夏
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
よ
う
。

｀
響

覺
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やまめつかみどり大会
高森湧水 トンネル公園で

夏休みの子どもたち 思いつきり水遊び
整畢硯照
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III 肥後三馬鹿騒ぎで有名な風鎮祭が今年も

鳳口1盛杏
に開催されました。8月 18日の山の引

涸饉
き立て
下
は、五町会から出展された19墓の

国目亭∵
物が市街地を練り歩きました。多くの観

□1光
客は日用品でできた見事な造り物に魅せ

轟飩られていました。

ＰＤ
Ⅲ
Ｄ
Ｄ

1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2,伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
3,老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5,スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
（全
国
警
察
少
年
柔
重
一ヽ

．．■
一
゛
一

剣
道
大
会
）

一^〓一， Ｆ一一一一一一

優
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ム
に
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夏
は
祭
り

風
　
　
鎮
　
　
祭

今
年
も
八
月
十
七
日
か
ら
十
八

日
ま
で
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

風
の
害
か
ら
農
作
物
を
守
り
、
豊

作
を
祈
願
す
る
風
鎮
祭
が
盛
大

に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は

別
名

「山
引
き
」
と
も
呼
ば
れ
る
祭

り
で
、
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
年
）

に
始
ま

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も

「祭
り
の
牽
引
車
」
の
五

町
の
向
上
会
に
よ
る

「目
さ
ま
し
」

で
祭
り
の
幕
を
開
け
、
に
わ
か
や

子
ど
も
手
踊
り
、
ど
し
ゃ
降
り
に

な
り
全
員
が
ず
ぶ
ぬ
れ
と
な

っ
た

総
踊
り
、
今
年
始
め
て
二
発
の
尺

玉

で
肝
を
抜

か
れ
た
花
火
大
会

等
々
に
訪
れ
た
大
勢
の
人
た
ち
は

大
満
足
で
し
た
。

年
　
金
　
相
　
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十
五
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

県
の
専
門
の
相
談
員
が
生
活
や

悩
み
ご
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十
四
日
（本
）

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
第

一
委
員
会
室

心
配
ご
と
相
談

編
集
後
記

厳
し
か
っ
た
暑
い
夏
も
風
鎮
祭
を

過
ぎ
る
と
朝
夕
寒
さ
さ
え
感
じ
る
様

に
な
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
は
い
か
が

な
夏
で
し
た
か
？
子
ど
も
た
ち
の
夏

休
み
も
終
わ
り
、学
校
に
は
活
気
が
、

家
庭
に
は
静
け
さ
が
戻

っ
て
き
た
か

と
思
い
ま
す
。

「お
あ
し
す
」
運
動
と
は
ご
存
知
で

す
か
？
隣
村
で
や
っ
て
い
る
「オ
ア
シ

ス
米
」
の
こ
と
か
な
あ
と
思
わ
れ
る
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
「お
は
よ

う
。あ
り
が
と
う
。失
礼
し
ま
す
。す
み

ま
せ
ん
。」
の
こ
う
し
た
言
葉
を
自
然

に
心
か
ら
言
え
る
よ
う
な
社
会
を
家

庭
を
創
ろ
う
、取
り
戻
そ
う
と
す
る
も

の
で
す
。ち
ょ
っ
と
し
た

一
言
で
す
が

大
変
大
事
な

一
言
で
す
。素
直
な
心
で

「お
あ
し
す
」
を
言
え
る
自
分
で
あ
り

，

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
田
浩

母
子
家
庭
湘
談

　
　
　
登
記

口
人
権
相
談

゛

■
■
■
■
■

■

一琺
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
九
月
十
九
日

（上
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

土
地
・建
物
や
商
業
・法
人
の
登
記

で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
登

記
・人
権
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。相
談
無
料

で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
九
月
十
六
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇

支
局
員
・地
元
人
権
擁
護
委
員

あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
ひ
と

つ

ふ
れ
あ
い

場

（ま
つ
り
）

夏
は
祭
り
の
季
節
。
本
町
で
も
各
地
で
た
く
さ
ん
夏
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
ち
の
素

晴
ら
し
い
伝
統
と
伝
承
を
永
く
伝
え
、
ま
た
交
流
と
娯
楽
と
し
て
の
楽
し
み
の
役
割
も
担

っ
て
い
る

町
の
大
切
な
文
化
で
す
。

ま
ち
の
各
地
に
は
年
間
を
通
じ
神
社
な
ど
の
祭
り
が
た
く

に

「か
た
ち
」
と

「い
わ
れ
」
に
違
い
が
あ
る
こ
と
も

で
す
し
、
そ
れ
を
残
し
て

い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
新
し
い
祭
り
も
伝
統
の

よ

ヽ

に
裏

方
で
頑
張

っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

ご
苦
労

●  ●
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●  ●

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。地
元
民
生
児
童
委
員
の

心
配
ご
と
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
九
月

一十
二
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き

　

九
月
二
十
九
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森
・色
見
地
区

■
と
　
き
　
十
月
七
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

９

月

‐３
日

９
月

１５
日

９
月

２０
日

９
月

２３
日

ニ

ツ
ク

９
月

２７
日

１０
月

４
日

渡

辺

内

科

Ｔｅ‐
⑦
１
１
７
７
７

後

藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦
１
０
０
１
９

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
１
０
１
１
１

み
な

み
阿
蘇

ク
リ

Ｔｅ‐
⑦
１
２
０
３
０

藤

本

医

院

Ｔｅ‐
⑦
１
０
０
２
０

平

田

医

院

Ｔｅ‐
②
１
０
２
１
６

馬
原
内
科

医

院

Ｔｅ‐
②
１
０
６
４
６

東

医

院

Ｔｅ‐
②
１
０
３
０
９

中
村

医

院

Ｔｅ‐
⑦
１
２
３
３
３

10
月
11
日

10
月
10
日

高
森
阿
蘇
神
社
夏
祭
り

（七
月
三
十
日
）

建
盤
龍
命
が
九
州
を
平
定
し
、阿
蘇
の
地
を
風
雪
の
害
か
ら
防
ご
う
と
穀
菜
の
豊

穣
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
祭
り
。今
年
も
「御
唄
」
に
合
わ
せ

て
、御
興
や
御
神
馬
が
練
り
歩
き
、御
興
に
家
内
安
全
や
健
康
を
祈
願
す
る
た
く
さ

ん
の
人
が
御
興
を
く
ぐ
り
、勇
壮
な
「飾
り
馬
飛
ば
せ
」も
あ
り
ま
し
た
。

第

十

回

お

祭

り

広

場

（八
月

一
日
／
奥
阿
蘇
キ

ヤ
ン
プ
場
）

昭
和
六
十
年
に
始
ま

っ
た
草
部
公
民
館
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「地
域
お

こ
し
」
活
動
を
自
主
的
に
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
広
場
は
草
部
南
部
地

区
全
体
に
も
呼
び
か
け
、
ま
た
、
今
年
は
山
村
留
学
生
の
三
十
名
や
キ
ャ
ン
プ

客
等
も
参
加
し
、
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
18
日

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。電話 0967-34-O099
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(19) 今度の温泉館休館日 9 毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場

合は開館して次の日が休館日となります。

お

人口の動き

(7月 末日現在)

世帯数 2,602(+6)
男  3,840(+11)
女  4,154(+4)
総 数 7,994(+15)

善意の灯
ありがとうございました

(荀飾略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 遠山昭子 荒牧′'年二

一般寄付 > 立石ダンス教室高森
千恵 佐藤武紘 山村八代子 本田

東 由佳子ちゃん  _
(昭和) 7.16生  メ

けいすけ

児玉 佳祐ちゃん  田
(今村)みずき

7.17生  ノ,

佐藤 瑞樹ゃん   田
(日召和)  7.22生    ノυ

すえながく
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ヽ
い

一井

中
け

＋
α
／
１
、

7.13

7.14

7.18

敬称略

/
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ヽ

住

相馬 里菜ちゃ
(上在) 6.26

きこ

楢本野紀子ちゃ
(西中原)6.27

甲斐  泉ちゃ
(戸の下)6.29

男

石白 健

後藤幸信

き松本 み

上顕雄

広

恵

たんじょう

母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

(東京都町田市 )

上

上

昭

上

村

/中 川  武
(ヽ甲 斐)孝子

おくやみ
もうしあげ

町
町

横
・
津
森高
大

神

市
桐 原 慎 一 高

(秋 山)千 鶴  熊

在
町
上
・
陽
森高
蘇

所 御 遺 族

山 遠山 昭子
川 徳丸津代士
原  後藤  沈
在 荒牧 啓三
‖r 吉井 千恵
和 佐藤 武紘
町  III村八代子
山 本田クニ子

齢

３

３

６

１

２

９

５

８

年

７

６

７

９

８

４

６

５

者

夫

子

工

喜

則

子
等
隆

捕一（一̈瀞“Ｆ
砿
］
霧
け
い
【
け
に
時

、１

、

　

列
遠
徳
後

荒

吉
佐
山
本

獅

夫
母
妻

父
夫
妻
夫
夫

み

生

り

輝

よ

治

江

良

マ

政

つ

忠
文

永島 俊基ちゃん
(旭通) 6.30生

二子

おくやみ

休

日

在

宅

医

(2)10月 21日月16日

七
月
号

一
ペ
ー
ジ
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
）
慈
愛
園
乳
児
ホ
ー
ム
園
長
　
潮
谷
義
子
さ
ん

鬱難

"の

自衛臓「′
機
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県
か
ら
の
お
知
ら
せ

慎

０

‐移

動

図

奎
甲

十
月
七
日

（水
）
午
前
土

時

役
場
玄
関
前

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

●
　
　
一一
　

・
■
　

■
●
・
　
一●
一
　
・■
　
　
一一
　

‐―
・
　

．

熊
本
県
で
は
全
国
平
均
よ
り
お

よ
そ
十
年
早

ヽ
く
高
齢
化
が
進
み
つ

つ
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
に
は
、
県

民
の
四
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
と
な
る
本
格
的
な
高

齢
社
会
の
到
来
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
を
始
め
、す
べ

て
の
人
が
、同
じ
社
会
の
一
員
と
し

て
共
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な

条
件
を
整
え
、共
に
生
き
る
社
会
が

当
た
り
前
で
あ
る
と
い
う
『ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
の
考
え
方
に
基

づ
き
熊
本
県
で
は
、
平
成
七
年
二
月

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

制
定
し
て
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
あ

る
歩
道
や
建
物
の
段
差
、偏
見
や
誤

解
な
ど
の
様
々
な
障
壁
を
取
り
除

い
て
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
そ
う
と
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行

っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
は
、誰
に
と
っ
て
も
や

さ
し
く
、住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る

は
ず
で
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
が
困

っ
て
い

る
時
に
は
声
を
か
け
て
あ
げ
る
、歩

道
に
は
物
を
置
か
な
い
こ
と
な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
が
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

熊
本
県
健
康
福
祉
政
策
課

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
班

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
７
０
２
４
・７
０
２
６
）

町
民
福
祉
課
　
福
祉
係

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
（内
線
１
３
１
）

守

ろ
う
地
球

。オ
ゾ

ン
層
！

防

ご
う
地
球
温
暖
化
！
‥
‥

私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
　
　
，

オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま

す
。
オ
ゾ

ン
層
は
、
地
球
上
空
数
十

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
成
層
圏
に
あ
り
、

有
害
な
紫
外
線
か
ら
地
球
上
の
生

命
を
守

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

オ
ゾ
ン
層
は

「地
球
の
宇
宙
服
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
オ
ゾ
ン

層
が
フ
ロ
ン
な
ど
の
物
質
に
よ

っ

て
破
壊
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
ま

た
、
フ
ロ
ン
は
、
二
酸
化
炭
素
以
上

に
地
球
温
暖
化
を
進
め
る
物
質
で

も
あ
り
ま
す
。

フ
ロ
ン
は
冷
蔵
庫
や
ル
ー
ム

エ

ア
コ
ン
、
カ
ー

エ
ア
コ
ン
業
務
用
冷

凍
空
訓
機
器
な
ど
の
冷
却
剤
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
れ
ら
を
廃

棄
す
る
際
は
フ
ロ
ン
を
回
収
し
、処

理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

フ
ロ
ン
の
回
収
は
、市
町
村
の
粗

大
ゴ
ミ
の
収
集
、家
電
販
売
店
に
よ
る

廃
冷
蔵
庫
等
や
自
動
車
販
売
店
に
よ

る
廃
自
動
車
の
下
取
り
な
ど
を
通
じ

て
、
フ
ロ
ン
回
収
事
業
者
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
皆
様
は
最
小
限
の
費
用

負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
課
　
保
健
衛
生
係

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
（内
線
１
２
７
）

又
は
、熊
本
県
フ
ロ
ン
回
収
処
理
実

施
協
議
会
事
務
局
／
熊
本
県
環
境

生
活
部
環
境
保
全
課
内

ＴＥ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
７
３
３
８
）

熊
本
県
優
良
木
造
住
宅
利
子

補
給
制
度
　
　
第
二
回
募
集

良
質
な
木
材
住
宅
の
振
興
を
図

る
た
め
、住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を

受
け
て
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に

地
域
材
を
使
用
し
た
本
材
住
宅
を

建
設
ま
た
は
購
入
し
よ
う
と
す
る

方
に
対
し
て
、県
が
補
助
金
を
交
付

し
て
、住
ま
い
づ
く
り
を
応
援
す
る

制
度
で
す
。

■
募
集
期
間

平
成
十
年
九
月
二
十

一
日
（月
）

～
平
成
十
年
十
月
二
日
（金
）

■
募
集
戸
数
　
七
十
六
戸

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

にわかコンクール  5向上会の自慢のにわかを―堂に18
日の午後9時半から中央四つ角、中央舞台でにわかコンクー
ルが行われ厳正な審査の結果、常勝上町向上会が 10連覇を
成し遂げました。観客は時折降る雨も気にせず向上会員が演
じるにわかにおおいに笑いこけていました。

●  ●

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
木
部
住
宅
課
計
画
係

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
６
２
４
６
）

第
２９
回
　
熊
本
県
勤
労
者

美
術
展
開
催
の
お
知
ら
せ

勤
労
者
及
び
そ
の
家
族
が
創
作
し

た
作
品
を
展
示
公
開
し
、美
術
を
通
し

て
勤
労
者
の
余
暇
活
動
の
充
実
を
図

り
生
き
が
い
と
ゆ
と
り
を
持
っ
た
生

活
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
す
。絵
画
（洋
画
・日
本
画
・

版
画
・デ
ザ
イ
ン
）、書
、写
真
の
二
部

門
で
作
品
を
募
集
し
、優
秀
作
品
は
労

働
大
臣
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
で

表
彰
し
ま
す
。
（第
四
十
回
熊
本
県
芸

術
祭
参
加
行
事
）

◇
会
期
　
平
成
十
年
十

一
月
十
八
日

（水
）
か
ら
二
十
三
日
（月
）ま
で

◇
会
場
　
熊
本
県
美
術
館
本
館
（入
場

無
料
）

◇
募
集
要
項
　
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、十
月
二
十
日
（火
）
か
ら
三
十
日

（金
）ま
で
に
県
労
政
課
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
出
品
資
格
　
県
内
に
在
勤
又
は
在

住
の
勤
労
者
及
び
そ
の
家
族
（小
、中
、

高
校
在
学
の
生
徒
を
除
く
。）た
だ
し
、

専
門
の
指
導
者
は
除
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

●
熊
本
県
労
政
課

ＴＥＬ
０
９
６
・３
８
３
・１
１
１
１

●

笛
″
一血
回
【
』哭
師
塁
鱗
野
”
型
日

（八
月
十
六
日

／

奥
阿
蘇
物
産
館
広
場
）

奥
阿
蘇
物
産
館
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
平
成
六
年
に
始
ま

っ
た
奥
阿
蘇
物
産

館
管
理
組
合
主
催
の
夏
祭
り

「奥
阿
蘇
野
響
」
は
年
を
追
う
ご
と
盛
況
で
、
今
年

も
盆
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
大
会

・
缶
釣
リ
ゲ
ー
ム
等
で
夜

遅
く
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

車
部
吉
見
神
社
夏
祭
り

（七
月
二
十
一日
）

下
り
宮
で
有
名
な
同
神
社
は
神
武
天
皇
の
第

一
皇
日
子
八
井
の
命
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。午
後
か
ら
大
小
二
基
の
御
興
と
子
ど
も
御
輿
が
階
段
を
登
っ
て
「浜
床
」ま

で
行
列
、今
年
は
山
村
留
学
生
の
樽
神
輿
も
登
場
し
、子
ど
も
御
輿
と
仲
良
く
ワ
ッ

シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
元
気
に
階
段
を
上
り
ま
し
た
。
浜
床
で
は
同
神
社
の
神
楽

保
存
会
に
よ
る
神
楽
の
奉
納
も
あ
り
ま
し
た
。

見

神

社
●

(18)
得場の支払日 _9ノ16(水)9ノ25(金)10/5(月)   時間 10時から15時まで

｀（
６

″
λ

′
・よ
せへ
ヽ

住宅・土地統計調査にご協力下さい

今回の 「住宅・土地統計調査」は、全国で約 400万世帯を対象に行
われる大規模なものです。この調査によって社会経済の変化、少子化

及び高齢化などに伴 う国民の居住形態の実体が明らかとなります。

この結果は、21世紀の我が国の住生活関連施策に活かされる貴重な

資料となりますので調査にご協力をお願いいたします。

今回、調査の

内容 を拡充

し、新 たに

「住宅・土地

統計調査」と

して実施 し

ます。

平成 10年 10月 1日
三企
▼

「住宅統計調査」を始めて半世紀。

総務庁統計局 熊本県 高森町

・

■

・

●

●議

磯

踵 ._1
一
１
働
』

■ヾ‐6人だけでの堂々の演奏をはじめて披露

●

萬
ダ

■
よ
・ヽ

９

一

ｎ

日

を添えてくれます高森中ブーラ裂ヽント

嚢  纏議朧



求人案内 備 阿蘇地区)(平成10年 8月 19日現在)

☆男女不問

C)自動車整備士・・・1名・25～ 35歳 140,000～ 180,000円
② 土木作業員・・・・2名・18～ 60歳 120,000～ 250,000円
★男子

① 施設保全員・・・・1名・25～ 45歳 155,000～ 183,000円
② 販売員・・・・・・1名・18～ 30歳 150,000～ 200,000円
③ 酒類販売及び配達員・1名・20～ 35歳 150,000～ 160,000円
④ 土木、管工事技術者・2名・25～ 50歳 230,000～ 340,000円
☆女子

① 歯科衛生士・・・・1名・20～ 25歳 140,000円
② キッチンスタッフ・・2名・20～ 55歳 600～ 700円 /時給
③

④

⑤

⑥

⑦

清掃・

縫製工

工員・

1名 ・20～ 55歳 113,750円

3名 ・18～ 57歳 108,000～ 120,800円

1名 ,18～ 45歳 123,000～ 161,000円

レストランホール係・10名 ・20～ 35歳 138,000～ 208,000円

正看護婦・・・・・5名 ・21～ 55歳 195,000～ 225,000円

※掲載内容はほんの一部です。このほかにも求人はあります。

お問い合わせは早めに

阿蘇公共職業安定所 (0967-22-0040) 紹介係ヘ

ヤマメとマスのつかみ取り。大人も子どもも はじゃぎ

地

大会をきれいな川でと東中生徒たち清掃奉仕

野尻川にも多くの ていまし

′

ロ
ロ
Ｌ

毛、 リ
a)し域

へ 、引揚

●
　
，
‐―
●

県
内
外
か
ら
二
百
名
の

，

釣
り
人
集
合

●
．　
・●
　
■

八
月
一
日
の
土
曜
日
、今
年
も
野
尻

川
（大
谷
川
上
流
）
で
ヤ
マ
メ
釣
り
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
野
尻
川
ヤ
マ
メ
の
里
育
成

会
が
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
放
流
な
ど
に
よ

り
、野
尻
川
を
核
と
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、川
の
汚

染
防
止
と
美
化
整
備
に
も
心
が
け
、魚

が
棲
み
や
す
い
環
境
作
り
に
努
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、高
森
東
中
学
校
の
生
徒
達

が
、
「ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
は
さ
れ
い
な

川
で
。」
と
七
月
二
十
日
に
川
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。日
頃
、美
し
い
川
と

思
っ
て
い
て
も
多
く
の
空
き
瓶
や
缶

が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
お
り
、生
徒
達
は

が
っ
か
り
し
た
様
子
で
、
「自
分
た
ち

は
、絶
対
に
こ
ん
な
事
は
し
な
い
ぞ
。」

と
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、ヤ
マ
メ
の
放
流
は
四
日
前
の

七
月
二
十
九
日
に
同
校
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
員
の
協
力
を
受
け
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
で
き
れ
い
な
川
で
の
釣
り

大
会
と
な
り
今
年
も
県
内
外
か
ら
約

二
百
名
の
参
加
で
賑
わ
い
ま
し
た
。釣

り
大
会
の
結
果
、大
物
賞
で
、瀬
井
美

智
夫
（大
字
津
留
）
さ
ん
が
見
事
二
連

覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

釣
り
大
会
結
果
　
（敬
称
略
）

■
大
物
賞

一
位
　
瀬
井
美
智
夫
（二
六
、
五

釧
）

（津
　
留
）

二
位
　
工
藤
幸
信
　
　
（色
　
見
）

■
大
漁
賞

一
位
　
桐
原
裕
美

（
一
、
五
七
・昭
）

（高
　
森
）

二
位
　
松
本
孝
保
　
　
（矢
部
町
）

三
位
　
岩
永
　
磨
　
　
（矢
部
町
）

他
に
も
高
齢
者
賞
や
最
小
計
量
賞

等
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
も
あ
り
、受
賞
の
皆

さ
ん
は
釣
り
竿
や
野
菜
な
ど
賞
品
を

満
足
げ
に
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

税関では戦後、海外から引き揚げられ

た方々からお預か りした通貨や証券類の

返還を行ってお りますが、半数以上はま

だ返還の中し出がな く、税関に保管され

たままになっています。

まだ、返還請求がお済みでない方は、

早目に税関にお問い合わせ下さい。

返還請求は、弓1揚者本人のほか、ご家

族の方でもできます。

問い合せ先 :長崎税関監視部

〒850-0862 長崎市出島町 1-36
Te1 095-828-8644

●  ●

●  ●●司法書士会・土地家屋調査士会による無料相談会●‐

で法に関10月 1日 か ら「法の日」週間で

する行事が開催されます。

次のとお り相司法書士会、 土地家屋調査
談所カミ開設されます。お気軽

き  10月 l EI
ころ  高森町

午後 3時 まで
一二”ヤマメの放流にも東中の生徒達の応援 りました。

．〓
・
〓
一
・●

津
留
■
野
尻
地
区
盆
踊
り

．■

―
●
■
　

●
　
　
　
　
　
・

，　
　
　
，―
‥
　
　
‐　
　
　
　
　
　
，
　
・・〓
一

八
月
十
四
日
、
午
後
二
時
よ
り
初

盆
の
世
帯
の
悲
し
み
を
少
し
で
も

和
ら
げ
よ
う
と
大
字
津
留
と
野
尻

の
小
学
生
が
盆
踊
り
を
今
年
初
盆

を
迎
え
ら
れ
た
四
世
帯
に
披
露
し

ま
し
た
。

以
前
は
至
る
所
で
行
わ
れ
て
い
た

こ
の
行
事
も
現
在
も
行
っ
て
い
る
所

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
変

わ
っ
て
み
ん
な
が
参
加
す
る
盆
踊
り

大
会
へ
と
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

お
盆
で
帰
省
中
の
身
内
の
方
々
も

思
わ
ぬ
小
学
生
の
盆
踊
り
に
御
霊
と

共
に
み
い
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

先
祖
を
敬
う
心
を
い
つ
ま
で
も

持
ち
続
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

ご相談に応じるお

①土地の地目変更 登記に関するもの

②家屋の新築・増 るもの

続等に関するもの③土地、家屋の売 換 。相

変更等登記に関するもの④会社の資

に関するもの

⑥その他財産 記に関する一切のもの

第4回  11‐」 F 〕
野尻川ヤ7メ釣り大会

¬

「|||■■■■ ふるさとの便 りが

ひとときの安らぎと

ぬ くもりを与えて くれる

いつのまにか

心がふるさとへ旅をはじめるふるさと絵葉書好評発売中

高森温泉館からの根子岳

平成 10年 9月 1日より発売

III]

詳しくはお近くの郵便局で

■

7ケタの新郵便番号の記入にご協力をお願いします

なつかしいふるさとの香ととも
―
に

あなたも友だちや

遠方で暮らしている身内に

ふるさと絵葉書でお便りしませんか !

なたのホットラインです

と家庭の両立支援の情報

老人ホーム・

仕事も

を電話で

☆育児情報

☆介護情報

☆家事代行情報 (家政婦紹介所

フレーフレー・テレフォン
・ヽ ・ ・ 。家庭も大切にしたし

そんなあ

します。|(情報提供は無料です。)

T趾

(17)

の

(4)

高
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、 凝
^
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● ■
．′

■
７
、 ヽ_′

財団法人 21世紀職業財団熊本事務所
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少
年
少
女

．
　
　
●
　
　

一ヽ
　
　
　
一
　
　
　
・
　
　
・●
　
　
　
ｔ
　
　
・
・
　
　
・

育
成
キ
ヤ
ン

硯

．子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
と

優
し
い
心
を
育
む
た
め
に

本
町
で
は
、
ま
ち
の
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
心
身
共
に
健
や
か
に
育
む

た
め
、青
少
年
育
成
町
民
会
議
を
組
織

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
ま
さ
し
く
「ま

ち
の
宝
」
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
健
や
か

な
心
に
よ
る
助
け
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
こ
こ
ろ
を
大
切
に
育
て

た
い
も
の
で
す
。

こ
の
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
八
月
八

日
と
九
日
、高
森
自
然
学
校
（草
部
北
部

小
学
校
跡
）
で
青
少
年
育
成
キ
ャ
ン
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
の
各
小
学
校

か
ら
約
八
十
名
が
参
加
。

テ
ン
ト
設
営
か
ら
調
理
の
仕
方
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
ポ
イ
ン

ト
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
高
森
高
校
の
生

徒
や
役
場
職
員
た
ち
か
ら
習
っ
て
行
い

ま
し
た
。
夕
食
は
班
毎
に
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
と
サ
ラ
ダ
作
り
に
挑
戦
、ま
た
、
二
日

目
は
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
や
、
そ
う

め
ん
流
し
な
ど
も
体
験
し
、
楽
し
い
二

日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

自
主
的
に
考
え
動
く
を
目
標
に
、キ
ャ

ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
の
寸
劇
の
計
画
や
ヤ
マ

メ
の
つ
か
み
取
り
用
の
プ
ー
ル
の
清
掃
な

ど
に
頑
張
り
、ま
た
、他
校
の
子
ど
も
た
ち

と
も
す
っ
か
り
う
ち
と
け
合
い
ま
し
た
。

自
主
性
と
積
極
性
、助
け
合
い
の
精
神

な
ど
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
一
泊
二
日

の
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
が
少
し
成
長
し
た
よ

う
に
思
え
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
や
学
業
に
活
か
し
て

い
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

興味と不安でちよつと緊張気味の開村式

●  ●

●

に

二

県
立
博
物
館
資
料
所
在
確
認
調
査

現
在
、
熊
本
県
で
は
、
二
十

一
世

紀
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
新
世

紀
の
記
念
事
業
と
し
て
、
県
立
博

物
館
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の

一
環
と
し
て
、
動
物
や
植

物
、
化
石
、
岩
石
の
標
本
、
土
器
や

石
器
な
ど
の
遺
物
、
農
具
や
漁
具

な
ど
の
民
具
が
「ど
こ
に
、
ど
ん
な

状
態
で
あ
る
の
か
」
を
調
べ
る
資

料
確
認
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

資
料
に
関
し
て
お
心
当
た
り
の

あ
る
方
は
、
至
急
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先

中
山
昭
男
さ
ん

（横
町
）

ＴＥ

２

・
０

３

６

０

又
は
、
高
森
町
教
育
委
員
会

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
９
）

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
熊
本
県
文
化
企
画
課

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
１

・
８
７
２
２

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

●

昧は最高 !

守
り
ま
し
よ
う
―
大
切
な
農
地
を

九
月
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間

農
地
に
は
、
我
々
の
食
料
を
安
定

的
に
供
給
し
て
く
れ
る
他
に
、
国

土
、
自
然
環
境
の
保
全
、
水
資
源
の

か
ん
養
、
景
観
の
維
持
な
ど
の
機
能

が
あ
り
ま
す
。

農
地
法
、農
振
法
で
は
、農
地
転
用

許
可
や
農
用
地
区
域
指
定
に
よ
り
農

地
を
保
全
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、最
近
、農
地
を
無
断
で
転

用
す
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

無
断
転
用
は
、地
域
の
農
業
に
大
き
な

迷
惑
と
な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

無
断
転
用
防
止
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、九
月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、農
地
、農
振
制
度
の
啓
発

普
及
活
動
、違
反

案
件
の
調
整
、
指

導
を
行
い
ま
す
。

農
地

の
転
用

を
行
う
場
合

に

は
、
許
可
等
が
必

要
で
す
の
で
、手

続
き

に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会

に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
（内
線
１
２
３
）

試 含 結 果

種目で大健闘し上位入賞を果たしました。

矢野貴政・芹口讐彰

罐餃趾覇し

1‐
1饂

%がト
たゲ ム子チレ女ト

ロソフ ル女子

ニ ス ―ル男ロゲー

ケ ッ ボー

ツル女子

ン

□弓道個人の部

卜 □弓道団体― い
｀

′Jヽ
.

フロソ ト7… 子ト
‐‐い
｀

」｀

リレ男子トロバス

3 位

ロサ カーロノ ケスヾ ッ ト
― い
｀

′」` '

ヾロノ ト トン男子 □剣 道

色見弘司

■陸上競技以外 (7月 19日実施)

優  勝
ロソフトボール男子 □柔 道
ロゲートボール女子

■陸上競技 (7月 5日実施)

優  勝
男子 3000メートル(51～ 59歳)内田建二郎

女子 100メ ー トル       下田小百含
砲丸投げ     (41～ 45歳 )秋山清二
2  位

□柔道個人の部 三井康弘
□弓道個人の部 田上員一
ロソフトテニスダブルスの部

2  位
男子 100メ ートル (51

3  位
男子 200メートル (27

男子 100メートル (51

～ 59歳 )内田建二郎

歳以下)楢 木野秀徳
～ 59歳)田中生義

家庭教育
こ
こ
ろ
と
身
体
を
を
言
む
た
め
に

子
ど
も
た
ち
の
す
ば
ら
し
い

●
　
　

・ヽ
　

・
Ｆ
‐
ト
ー
ー
ー
ー
‐

．　　　　　　　　　　　　　　・｝
， ン
´
ヽ
］琢

マ

一

時

一

十
月
五
綱

（月
は
寺
～
Ю
時
半

導螂凱爆劃所　１１‐‐岬～３１１‐帥畔

卿”畔輯凱所　‐４‐３疇％鷹鵬判

Ｊ

ハ

汗

Ｆ
″
‥

ナ

十
月
六
日

（火
）

Ｊ
Ａ
旧
色
見
支
所
１０
時
～
１０

色
見
郵
便
局
前
　
１０
時
半
～

横
町
Ａ
団
地
　
　
１３
時
～
１３

下
町
公
民
館
　
　
１３
時
半
～
14時 11時
時 半 時 半Kぅ ,ツ賄

ヒ 髯:‐,

(16)
(5)

鵬饉

囲

饉

〒

0“

キャンプフアイヤーで各班の出し物披露   テント張り

．

」

″

■‐

轟

■・ｙ

鶴lll
４
な
証
臨
饉

申1倉

郡体だより

高森寮 「福祉まつり」のお知らせ

小学生のフリTマーケットや食べ物バザー・木工芸や
の体験コーナ=な ど多彩な催しで賑わいます高森寮の
「福祉まつり」が今年も次のとおり開催されます。皆様お

誘い合わせのうえご参加下さい。

言己

:10月 4日 (日 )午前 9時から午後 4時 まで
:高森寮
:高森寮、高森町社会福祉協議会

くは 高森寮 TEL2-1780ま で

時

所

催

し詳

日

場

主
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際熊
本
県
と
モ
ン
タ
ナ
州
と
の
交
流

の
中
で
、
中
・高
校
生
の
相
互
交
換

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（阿
蘇
の
翼
・
ロ
ッ

キ
ー
の
翼
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
実

際
の
体
験
か
ら
互
い
の
文
化
や
風
習
、

生
活
を
学
び
、相
互
理
解
と
認
め
あ

い
、助
け
合
う
優
し
い
心
を
学
ぼ
う
と

い
う
も
の
で
、本
町
の
人
権
尊
重
の

「や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
も
そ
の

目
的
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
す
。

今
年
も
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月

九
日
ま
で
、カ
リ
ス
ペ
ル
の
高
校
生
二

名
が
本
町
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
て
交
流
と
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

七
月
三
十

一
日
に
は
町
長
を
訪
問

し
、高
森
か
ら
カ
リ
ス
ペ
ル
ヘ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
す
る
五
名
の
中
学
生
・高

校
生
と

一
緒
に
懇
談
し
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
緊
張
気
味
の
高
森
の
学
生

に
対
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
カ

リ
ス
ペ
ル
の
女
性
、
国
の
違

い
を

ち
ょ
っ
ぴ
り
感
じ
ま
し
た
。

今
年
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ

ら
れ
た
の
は
次
の
方
々
。

■
山
下
朋
幸
さ
ん
（上
色
見
）

■
瀬
井
幸

一
さ
ん
（昭
和
）

7‐来
年
行
わ
れ
る

「く
ま
も
と
未

来
国
体
」
で
は
、
高
森
町
は
テ
ニ
ス

の
成
年
女
子
と
少
年
男
女
の
試
合

会
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
体
を
盛
り
上

げ

る
に
は
自
分

で

や

っ
て
み
る

こ
と

が

一
番
―

第

Ｔ

第
三
の
火

曜
日
と
第
二

・第
四

の
金
曜
日

に
練
習

を

し
て

い
ま
す

の

で
参
加

し
て
み
ま

せ
ん
か
？

詳
し
く
は
役
場

ＴＥＬ

２

・
１

１

１

１

古
澤

（内
線
１
３

９
）
ま
で
お
電
話
下

さ
い
。

カ
リ
ス
ベ
ル
高
校
生

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

町
で
は
外
国
の
人
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
入
家
庭
及
び
通
訳
案
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
探
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
係
ま
で

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
９
）

大
韓
民
国
・と
カ
リ
ス
ペ
ル
ヘ
の

研
修
生
が
無
事
帰
国

研
修
の
経
験
を
生
か
し
頑
張
れ
！

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
モ
ン
タ

ナ
州
カ
リ
ス
ペ
ル
市
へ
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
研
修
参
加
者
と
大
韓
民
国
へ
の

研
修
参
加
者
が
全
員
無
事
帰
国
し

ま
し
た
。

カ
リ
ス
ペ
ル
で
の
研
修
は
、八
月

六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。九
泊
十
日
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
。事
前
学
習
会
の
研
修
で

勉
強
し
て
い
っ
た
甲
斐
が
あ
り
、大

き
な
失
敗
も
な
く
無
事
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
終
了
し
ま
し
た
。受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
だ
け
で
な
く
カ
リ
ス
ペ
ル
の

皆
さ
ん
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
み
ん
な
大

感
激
で
の
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、大
韓
民
国
へ
の
研
修
に
つ

い
て
は
、民
泊
を
増
や
し
て
多
く
の

交
流
が
行
え
る
よ
う
に
し
た
と
の

こ
と
で
す
が
（大
韓
民
国
に
限
ら

ず
）
や
は
り
言
葉
の
壁
は
大
き
か
っ

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た

ち
同
士
は
言
葉
よ
り
も
心
と
心
、日

と
目
で
交
流
を
進
め
た
よ
う
で
、民

泊
で
お
世
話
に
な

っ
た
ご
家
庭
と

の
別
れ
で
は
、感
激
で
心
溢
れ
る
も

の
が
あ
ら
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
の
詳
し
い
内
容

は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か

ら
の
お
知
ら
せ

新
規
登
録
チ
ー
ム
募
集

当
協
会
で
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
普
及
振
興
を

図
り
、
個

々
の

健
康
を
増
進
す

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
現
在

新
規
登
録
チ
ー

ム
を
募

っ
て
い
ま
す
。

女
性
だ
け
の
チ
ー
ム
や
女
性
を
ま

じ
え
た
チ
ー
ム
も
可
と
し
ま
す
の
で
、

奮

っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場

ＴＥＬ

２

・
１

１

１

１

古
澤
（内
線
１
３
９
）か
岩
下
（内
線
１

２
４
）
へ
お
電
話
下
さ
い
。

一ス
を
し
ま
せ
ん
か

体
力
に
足
に
自
信
の
あ
る
方
、

体
力
を
つ
け
た
い
方

サ
ツ
カ
ー
で

試
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

会
　
一員
　
募

サ
ッ
カ
ー
で
友
達

作
り
し
ま
せ
ん
か
。
一

サ
ッ
カ
ー
の
ル
ー
ル

一一

は
ご
存
知
で
す
か
？

一

日
本
と
韓
国
両
国
で

一

開
催
の
二
〇
〇
二
年

．

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
よ
り
面
白
く

観
戦
し
ま
せ
ん
か
！

■
高
森
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
　
練
習
日

毎
週
火
曜
日
　
午
後
七
時
か
ら

山
村
広
場

詳
し
く
は
役
場

ＴＥＬ

２

・
１

１

１

１

緒
方
（内
線
１
６
４
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

●  ●

●

集
　

中

ホームステイをしたアンナさんとジョーダンさん研修出発前の高森の研修生を交えた懇談

西
部
十
勝
三
町
の
少
年
少
女
国
内
研
修
で

ホ

ー

ム

ス

テ

ィ

（南
阿
蘇
六
か
町
村
相
互
交
流
）

小
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
西
部
十
勝
（北
海
道
）
と
の
相

互
交
流
の
少
年
少
女
国
内
研
修
が
、

今
年
も
七
月
二
十
七
日
か
ら
七
月

二
十
日
ま
で
の
三
泊
四
日
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
十
八
名
ず

つ
の

三
十
六
名
の
小
学
生
が
元
気
に
南

阿
蘇
に
顔
を
揃
え
ま
し
た
。長
陽
村

で
の
受
入
れ
式
で
は
今
年
二
月
に

研
修
に
い
っ
た
児
童
と
そ
の
家
庭

か
ら
五
ケ
月
ぶ
り
に
合
う
十
勝
の

友
だ
ち
と
、
ま
る
で
兄
弟
姉
妹
、親

子
に
あ

っ
た
よ
う
に
再
会
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。

本
町
で
も
、
六
名
の
子
ど
も
た
ち

が
三
戸
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
員
で
の
延

岡
で
の
海
水
浴
や
、阿
蘇
火
口
見
物

等
で
十
勝
と
高
森
の
子
ど
も
た
ち

は
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

春
休
み
に
は
、
西
部
十
勝
の
ご
家

庭
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入

れ
ら
れ
た
方
々
。
（高
森
町
関
係
）

■
吉
良
山
友
二
さ
ん
（河
原
）

■
佐
藤
　
武
文
さ
ん
（旭
通
）

■
廣
木
　
富
八
さ
ん
（森
）

●

=童
士ト

肥

後

狂

困
る
な
ア
　
ま
だ
盗
掘
の
絶
え
ん
阿
蘇

な
ア
奥
さ
ん
　
燃
え
ん
ゴ
ミ
出
す
日
は
あ
し
た

流
行
遅
れ
　
見
向
き
も
さ
れ
ん
形
見
分
け

あ
せ
く
っ
て
　
田
楽
焼
き
ア
玉
の
汗

困
る
な
ア
　
又
無
医
村
に
戻
る
過
疎

缶
ビ
ー
ル
　
瀧
に
う
た
せ
て
あ
る
キ
ャ
ン
プ

困
る
な
ア
　
養
豚
場
が
隣
組

流
行
遅
れ
　
ワ
ー
プ

ロ
も
パ
ソ
コ
ン
も
ぶ
て

困
る
な
ア
　
嫁
の
身
内
は
皆
ジ

ュ
ー
ス

困
る
な
ア
　
捜
査
願
い
は
ニ
シ
キ
ヘ
ビ

や
せ
細
り
　
世
界
に
や
絶
え
ん
飢
餓
地
獄

缶
ビ
ー
ル
　
次
の
汐
ま
で
一
体
み

俳
町
　
　
　
　
旬
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（河
原
す
す
き
の
句
会
）

廃
軌
道
七
夕
飾
り
甦
る

カ
ー
テ
ン
の
切
れ
間
に
満
つ
る
盆
の
月

提
灯
の
並
び
て
初
盆
間
近
な
り

水
打
て
ど
打
て
ど
も
乾
く
酷
暑
か
な

ト
ン
ボ
落
ち
飛
び
尽
し
た
る
こ
の
軽
さ

病
む
友
を
見
舞
い
て
わ
び
し
蝉
し
ぐ
れ

ね
む

山
里
の
細
き
暮
し
や
合
歓
の
花

吹
き
下
す
高
嶺
の
風
や
秋
運
ぶ

納
涼
祭
根
子
青
黒
く
暮
れ
な
ず
む

「燃
え
る
若
き
ゃ
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

旬
一　
　
　
文
月

_コ ″ ▲

1`ab
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阿
蘇
御
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堀
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仙
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文
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不
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司
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凡
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正
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阿
部
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ツ
エ

政
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初
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京
子
訓
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後
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し
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法
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”
ん
な
の
ひ
ろ
ば

′L L山
村
留
学
生

夏
の
「く
さ
か
べ
」
満
喫

七
月
二
十
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で

の
三
泊
四
日
、山
村
留
学
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
「奥
阿
蘇
く
さ
か
ベ

山
村
留
学
（田
中
生
義
委
員
長
）実
行

委
員
会
」
の
夏
休
み
短
期
体
験
留
学
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
自
然
豊
か
な
高
森
の
地
で
、

子
ど
も
た
ち
同
士
、都
市
と
農
村
の
交

流
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

精
神
を
育
む
と
共
に
、ま
ち
の
活
性
化

に
も
寄
与
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

こ
の
短
期
体
験
留
学
に
は
熊
本
市

を
中
心
に
天
草
、八
代
等
か
ら
の
三
十

大
里
村
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
視
察
研
修

七
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
、沖
縄

県
の
大
里
村
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「東
雲
の
丘
」
等
を
視
察
研
修
し

ま
し
た
。

研
修
で
は
、
施
設
の
視
察
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・大
里
村
社
会
福

祉
協
議
会
・大
里
村
民
生
委
員
と
の

一二

名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、草
部
地

区
の
「里
親
」宅
で
短
い
な
が
ら
も
実

の
あ
る
夏
の
「く
さ
か
べ
」を
満
喫
し

ま
し
た
。

今
年
は
草
部
吉
見
神
社
夏
の
大
祭

（七
月
二
十

一
日
）
で
山
村
留
学
生
全

員
が
協
力
し
樽
神
輿
を
作
成
、奉
納
し

ま
し
た
。翌

一
日
に
は
「お
祭
り
広
場
」

に
参
加
し
里
親
や
子
ど
も
た
ち
と
金

魚
す
く
い
を
し
た
り
と
う
き
び
を
食

べ
た
り
し
て
夜
遅
く
ま
で
楽
し
み
ま

し
た
。ま
た
、最
後
の
夜
は
、奥
阿
蘇
物

産
館
裏
の
広
場
で
キ
ヤ
ン
プ
。
や
ま
め

を
釣
っ
た
り
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

や
っ
た
り
し
て
山
村
留
学
生
や
里
親

た
ち
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
四

日
間
に
な
っ
た
こ
と
で
し
よ
う
。

意
見
交
換
会
等
も
あ
り
、阿
蘇
郡
十

二
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
阿
蘇

や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
や

移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
施
に

つ
い
て
は
大
里
村
の
民
生
委
員
等

も
大
変
関
心
を
も
た
れ
ま
し
た
。

施
設
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
地
域
の
人
と
人
と
の
触
れ
合
い

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

れ
た
よ
う
で
し
た
。

介
護
保
険
制
度
等
研
修
会

八
月
二
十
七
日
、中
央
公
民
館
で

平
成
十
二
年
四
月

一
日
よ
り
施
行

さ
れ
ま
す
介
護
保
険
制
度
等
に
つ

い
て
民
生
・児
童
委
員
の
全
体
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
で
は
、熊
本
県
社
会
福
祉
協

議
会
の
川
口
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
「今
後
の
民
生
・児
童
委
員
の
活

動
」
と
題
し
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。身
近
に
迫
っ
た
制
度
で
す
が
中

味
が
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
こ

の
制
度
を
少
し
で
も
理
解
し
、介
護

を
必
要
と
す
る
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
、熱
心
に
受
講
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

車
部
中
学
女
子
卓
球
部

（団
体
）

県
大
会
出
場

さ
ん
、
由
香
さ
ん
の
両
名

空

手

山
さ
ん

（高
森
中
学
二
年
）
も

六
月
二
十
七
日
と
二
十
八
日
に
阿
蘇
郡
の
各
会
場
で
行
わ
れ
た

郡
中
体
連
で
草
部
中
学
女
子
卓
球
部
が
団
体
優
勝
を
果
た
し
、
郡

代
表
と
し
て
七
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
に
旭
志
村
で
行
わ
れ
た

県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、個
人
戦
で
も
工
藤
由
美
さ
ん
、

由
香
さ
ん
が
県
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。県
大
会
で
は
練

習
の
成
果
を
精

一
杯
発
揮
し
て
健
闘
し
善
戦
し
ま
し
た
。

空
手
女
子
で
は
、高
森
中
学
の
立
山
詩
子
さ
ん
が
昨
年
に
続
き

県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

各
地
域
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

民
生

・児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

町
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

っ
て

い
る
福
祉
活
動
の
支
援
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
各
地
域
で
の
奉
仕
活
動

等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
独
自
に
奉
仕
活
動
に

取
り
組
み
、各
地
域
に
あ
る
公
的
施

設
の
清
掃
や
花
の
植
え
付
け
作
業

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

民
生

・児
童
委
員
活
動
は
、
福
祉

の
様
々
な
分
野
で
の
活
動
と
な

っ

て
い
ま
す
。担
当
地
域
の
み
な
ら
ず

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
今
後
も

「や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

民
生

・
児
童
委
員
を
ご
存
知
で
す
か
？
　
福
祉
施
策
の
様
々
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
ち
や
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
至
る
と
こ
ろ
で
お
世

話
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
民
生

・
児
童
委
員
で
す
。
町
に
も
二
十
二
名
の

民
生

・
児
童
委
員
と
二
人
の
主
任
児
童
委
員
が
活
発
な
活
動
を
続
け
て
お
ら

れ
ま
す
。
活
動
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

澤覇尉甲口鵬蒻
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地
域
や
学
校

・
園
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●●

●

県大会結果

卓球女子団体

1回戦 ○草部中3-2山 鹿中 (鹿本郡市代表 )
2回戦 ●草部中2-3城 西中 (熊本市代表 )
卓球女子個人

工藤由香 (3回戦敗 )、 工藤由美 (1回戦敗 )

空手女子 立山詩子 (予選敗 )

夏
休
み
の

一
夜
、
ナ
イ
タ
ー
で

親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
親
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

八
月
二
十
五
日

（火
）
の
午
後
六
時
か
ら
山
村
広
場
に
お
い
て
、
ナ
イ
タ
ー

に
よ
る
、
町
内
の
小
学
校
対
抗
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
親
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
親
と
子
や
他
校
と
の
交
流
が
は
か
ら
れ
、
運
動
不
足
の
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
は
ボ
ー
ル
を
汗
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
追
っ
か
け
、
さ
わ
や
か

な
気
分
で
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
夏
休
み
の
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大

〈
〓

結

果

■

ソ

フ
ト
ボ
・―
ル

の
部
¨

（優
勝
チ
ー
ム
ニ
校
は
九
月
二
十
三
日
に
山
村
広
場
で
行
わ

れ
る
体
力
づ
く
り
阿
蘇
南
部
大
会
に
出
場
し
ま
す
）

▼
優
勝
　
　
高
森
東
小
、
車
部
南
部
小

▼
三
位
　
　
上
色
見
小

■
「ク
ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル

フ
の
部

（上
位
三
チ
ー
ム
は
九
月
二
十
三
日
に
山
村
広
場
で
行

わ
れ
る
体
力
づ
く
り
阿
蘇
南
部
大
会
に
出
場
し
ま
す
）

▼
優
勝
　
　
高
森
東
小

（シ
ス
タ
ー
ズ
）

▼
準
優
勝
　
色
見
小
Ａ

▼
三
位
　
　
色
見
小
Ｂ

親子グラウン ドコルフ優勝の高森東小

親子ソフトボールの始球式

(7)

民
生

・
児
童
委
員
協
議
会
だ
よ
り

檬高森町民生児童委員協議会様

たかもり出身の皆様ヘ 広報たかもりからのお願い

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

だ
さ

い
ｃ

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近
況

報
告
、
た
か
も
り
の
発
展
に
役

か
ら
沖
縄
ま
で
の
た
か
も
り
出
身

の
皆
様
に
も
お
送
り
し
て
「ふ
る

さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
度
は
十
四
万
八
千
八
十
円
、

本
年
度
も
既
に
五
万
八
千
円
を

超
え
る
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（寄
付
い
た
だ
い
た
方
は
お

名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、　
一
ヶ

月
に
百
四
十
円
か
か
り
ま
す
。

立
つ
お
住
ま
い
の
街
の
紹
介
な

刑

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
本
誌
展

で
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
た

壺

十
二ム

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

引

お
願
い
し
ま
す
　
　
　
　
　
確

本
誌
は
毎
月
二
千
三
百
部
を
印

脚

刷
し
、
町
内
配
布
と
共
に
北
海
道

高 田上)

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不
明

辟
一

で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し

＜

ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、
氏
名
の
変

１１

更
な
ど
、
早
め
に
お
知
ら
せ
く

‐１電話 09676-2¨熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168

（広
報
誌
代
は
無
料
）
　
　
　
　
２

引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替
な

６。

ど
）
や
、
九
十
円
以
下
の
少
額
切

Ｈ

手
で

一
年
分
程
度
の
ご
寄
付
を

α

毎
年
お
願
い
致
し
た
く
、
よ
ろ

Ｆ８

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
日

(14)

白
一
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交通安全
Traffic Safety

秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

　

九
月

二
十

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
安
全
運
転

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
視
線
で
、め
に
で
勉
強

お
父
さ
ん

・
お
母
さ
ん
の
　
交
通
教
室

阿
蘇
郡
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

今
日
の
交
通
安
全
施
策
の
中
心
は
子
ど
も
と
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と

で
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
人
間
形
成
に
重
要
な
時
期
に
あ
る
子
ど
も

（幼
児
）
に
対
し
、

適
切
な
交
通
安
全
教
育
を
行
う
こ
と
は
将
来
の
よ
き
交
通
社
会
人
を
育
成
す
る
う
え
で

大
変
意
義
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。

子
ど
も
は
思
わ
ぬ
行
動
を
と
り
ま
す
。
保
護
者
だ
け
で
な
く
子
ど
も
を
取
り
ま
く
す

べ
て
の
人
々
が
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
十
分
な
認
識
を
持
ち
、
子
ど
も
の
た
め
に
子

ど
も
の
視
線
に
た

っ
た
交
通
安
全
教
育
が
必
要
で
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
交
通
安
全

と
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
大

人
は
分
か
っ
て
当
然
な
と
こ
ろ
も
、
目
線
の
高
さ
の
違
い
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
機
能
の

違
い
な
ど
が
あ
り
、
言
葉
だ
け
で
は
子
ど
も
た
ち
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

ｒ

ｒ

ご

七
月
二
十
三
日
、　
一
の
宮
町
で
幼

児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
も
全
保

育
園
、
幼
稚
園
の
先
生
と
保
護
者
の

皆
さ
ん
十
八
名
が
参
加
し
て
、
熱
心

な
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
安

全
の
ビ
デ
オ
や
実
技
指
導
で
、
子
ど

も
の
心
を
引
き
つ
け
る
方
法
を
専
門

的
に
学
び
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
幼
児
交
通
安
全

ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
能
力
の

向
上
を
図
り
、
よ
り

一
層
の
幼
児
安

全
教
育
を
目
指
そ
う
と
熊
本
県
と
、

熊
本
県
交
通
安
全
推
進
連
盟
が
主
催

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

加菫
騨壁
驚b
斑電
CD
預∪

鍮由

ざ
鶏贈
Cb
観い

0う
ミ薔
麟

む
=コ

爾
癬
隧
轟
覇
ば
よ
り

全
国
的
に
児
童
な
ど
を
対
象
と

し
た
犯
罪
が
多
発
し
、
こ
の
種
の

事
案
に
対
す
る
社
会
の
関
心
が
高

ま

っ
て
い
ま
す
。
未
然
防
止
の
観

点
か
ら
、
「子
ど
も
の
駆
け
込
み

寺
」
と
い
う
考
え
か
ら
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。

当
署
管
内
で
も
児
童
等
を
対
象

と
し
た

「声
掛
け
事
案
」
が
数
件

発
生
し
て
お
り
、
安
全
に
対
す
る

不
安

の
声
が
聞

こ
え
る
よ
う
に

な

っ
て
い
る
も
の
で
、
地
域
安
全

活
動
の

一
環
と
し
て
弱
者
保
護
、

少
年
、
女
性
、
高
齢
者
等
、
特
に

児
童
に
対
す
る
事
案
に
対
処
す
る

た
め
、
自
主
的

に
１
１
０
番
通

報
、
子
ど
も
が
警
察

へ
通
報
連
絡

す
る
場
合
の
補
助
活
動
を
し
て
も

ら
う
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
店
、

家

（高
森
地
区
古
物
商
等
防
犯
協

力
会
会
員
宅
）
で
す
。

「
こ
ど
も
ひ
な
ん
の
家
」
の
パ
ネ

ル
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
高
森
警
察
署

ＴＥＬ
２
・０
１
１
０
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

■防犯ボランティアの店

家のム
ロ巫仄颯

一一蝙蝙隕

●警鰺

森

● (こ どもひなんの家)のパネル

●  ●

ノヽ

「

コ●  ● 屈 シー

班
ＡＬＬ
“/

とイ

′
―

―

‐

―

―
鑢 1′
0

だ ｀ く
、
⌒ ■

%
わ′"こどもを守る

防 犯 協 会 連 合 会
警   察   署

区轟 森
轟

林木の倒伏や山崩れの恐れの

あるときは、県事務所や役場

に連絡するとともに、台風情

報に常に気をつけましょう。

なお、山地に係る災害については、そ

の規模や緊急性等に応じ治山事業で復

旧しています。

熊本県阿蘇事務所林務課

TEL0967-22-1111(内 線365)

熊本県林務水産部森林保全課

TEL096-383-1111(内 線5658)

(8)

台風の風や雨によって、山の本が倒れた り折れたりして山崩れなどが起こります。

普段からあなたの住む地域の自然に関心を持ち、家族や地域 ぐるみで山崩れの恐れのある

場所や避難場所、経路について十分話し合っておきましょう。

林木の根腐れや、折れによる新たな災害の恐れ

があります。

十分注意しましょう。

①根倒れ等による山腹の崩壊

②流木・土石等の堆積による渓流の

ダム化

③流木・土石等の下流への流出

知っておきたい山崩れなどの危険信

●いままで枯れたことなかったわき水

が止まった。

●わき水の量が急に増してきた。

普段澄んでいるわき水が濁ってきた。

●地鳴りの音が聞こえてきた。

●山の斜面を水が走り始めた。

山の斜面に亀裂が走った。

●石が転がり落ちてきた。

皆
様
の
ご
家
族
、
知
人
、
友
人
な

ど
で
、
家
出
さ
れ
、
行
方
の
わ
か
ら

な
く
な

っ
た
方
を
お
さ
が
し
の
方

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
と
え
ば
、

○
家
を
出
て
長
期
間
に
な
る
が

行
方
が
わ
か
ら
な
い
。

○
就
職
先
や
旅
行
先
で
音
信
が

途
絶
え
て
い
る
。

○
遺
書
が
あ

っ
た
り
、
日
常
の

言
動
か
ら
自
殺
の
恐
れ
が
あ
る
。

○
病
弱
、
老
齢
、
年
少
等
の
た
め

死
亡
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

○
犯
罪
の
被
害
者
と
な

っ
て
い

る
恐
れ
が
あ
る
。

○
そ
の
他
家
出
後
、
死
亡
し
て

い
る
お
そ
れ
の
強
い
人
。

な
ど
の
人
を
捜
し
て
お
ら
れ
る
方

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
お
気
軽

に
相
談
に
お
越
し
下
さ
い
。

尚
、
こ
の
相
談
に
は
、
家
出
人
の

方
の
写
真
や
手
紙
等
、
何
か
手
が

か
り
に
な
る
よ
う
な
物
が
あ
れ
ば

ご
持
参
下
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
お
守
り
い
た
し
ま
す
。

相
談
所
開
設

■
日
時
　
九
月

一
日
か
ら
九
月
三

十
日
　
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
六

時

（土

。
日

・
祭
日
を
除
く
）

■
場
所
　
高
森
警
察
署

刑
事

・
生
活
安
全
課

ま
た
、
高
森
以
外
で
の
移
動
相

談
所
や
特
別
相
談
所
も
開
設
さ
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ＴＥＬ
２

・
０
１
１
０

■
実
施
日
　
九
月
二
十
二
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

■
相
談
電
話

（財
）熊
本
県
暴
力
追
放
協
議
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０

１
２

０

・
１
１

０

・
３

７

４

（１
１
０
番
で
皆
幸
せ
）

加
入
電
話

０

９

６

・
３

８

２

・
０

３

３

３

警
察
本
部
暴
力
団
対
策
課

暴
追
相
談
電
話
　
０
９
６

・
３
８

４
・
０
１
１
０

（さ
あ
走
れ
１
１
０

番
）警
察
・弁
護

士

に
よ
る
暴

力
団
被
害
に

関
す
る
困
り

事
相
談

早
い
相
談

・

素
早
い
対
策
・

秘
密
厳
守

(13)

屋   号 代 表 者

佐藤整備工場

加藤自転車

にほんばし

(有)高森モータース

飯塚モータース

藤本モータース

ショッピングセンターきのした

加藤電機製作所

下田衣料

桑島商店

ホンダ自動車

レンタルビデオNQ l

(株 )ヰセキ九州高森営業所
今村自動車

キャンプ・ベース・セッション (大字色見)

田上電気店 (大字津留)

野尻モータース (大字津留 )

佐藤 光男
加藤 文凡
後藤 文昭
家入 清興
飯塚多喜男

藤本 安通
木下 精之
加藤 正
下田 巳酉
桑島 幸雄
本田 広行
小林 憲司
赤星 座一
今村 忠二
松尾 広雪
田上 俊一
野尻 次典

百

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
率
調
査
を
実
施
中

村
が
取
り
組
ん
だ
も

か
ら

一
時
間
行
い
結
果
は
次
の
と
お

十
八
日

（県
下
五
十
六
位
）

日
（県
下
三
十
七
位
）

J●

取
り
組
み
と

し

の

○○
助
手
席
八

運
転
席
八
‐
‐
コ
ノ

こ
れ
は
、

七
月
一

～
十

一
時
し
た
者
の
率
）

町
で
は
シ
ー
ト
ベ

を
高
森
警
察
署
前

八
卜
三
、
八
％

七
十
六
、
三
％

爾凸
聰
”
邊

マ

曜
〓
´

家
出
さ
れ
た
方
を

お
さ
が
し
の
方
ヘ

全
国

一
斉
暴
力
回
被
害

１
１
０
番
電
話
相
談
開
催

、ヽ
／
Ｉ

Ｆ
ｌｌ

Ｅ ●

ますo

しし、口と激夕韓し
台風は
、
τ槻多を

もなつとを、

し
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社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

中
学
生
が
宿
泊
し
て
介
護
を
体
験

八
月
十
日
と
十

一
日
、
十

一
日
と
十
二
日
の

一
泊
二
日
、
二
班
に
分
か
れ
て
高
森
東
中
学
校
と
高
森
中
学
校
の

生
徒
た
ち
二
十
八
名
が
社
会
福
祉
法
人

「梅
香
苑
」
で

「ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
核
家
族
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
社
会
連
帯
意
識
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
明
日
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
社
会
福
祉

へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
社
会
福
祉
施
設
と
の
交
流

・
体
験

・
学
習
を
す
す
め
よ

う
と
、
本
会
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
希
望
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
生
徒
の
皆
さ
ん
は
介
護
の
大
変
さ
と
大
切
さ
を
肌
で
体
験
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
た
よ
う
で
し
た
。
今
年
は
、
「や
さ
し
さ
証

明
」
の
修
了
証
授
与
も
あ
り
、
生
徒

一
人

一
人
が
あ
ら
た
め
て
社
会
参
加
の
重
要
性
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

ご
存
知
で
す
か
？

「乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
」

近
年
、
「乳
幼
児
突
然
死
症
候

群
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
ご
存
知

で
し
よ
う
か
。
こ
れ
は
読
ん
で
字

の
ご
と
く
赤
ち
ゃ
ん
が
何
の
前
触

れ
も
な
く
突
然
死
ん
で
し
ま
う
と

言
う
病
気
な

の
で
す
。
で
す
か

ら
、
お
母
さ
ん
の
横
で
ス
ヤ
ス
ヤ

眠

っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
ら
死

ん
で
い
た
。
と
い
う
こ
と
が
起
こ

り
う
る
の
で
す
。

日
本
で
は
こ
れ
が
乳
児
死
亡
原
因

の
第
二
位
に
な

っ
て
い
ま
す
。
世

界
各
国
で
様
々
な
研
究
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
窒
息
な
ど
の
事
故
に

よ
る
も
の
と
は
異
な
り
そ
の
原
因

に
つ
い
て
は
、
脳
の
働
き
と
関
連

し
て
複
数
の
要
因
が
絡
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
も
未
だ
解
明
し
て

い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に

よ
る
と
、
危
険
因
子
と
し
て
①
う

つ
ぶ
せ
に
し
て
寝
か
せ
る
、
②
人

工
栄
養
、
③
保
護
者
の
喫
煙
、
④

児
の
暖
め
す
ぎ
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
際
に
そ
の
調
査
結
果
と

し
て
、
「う
つ
ぶ
せ
寝
」
は

「仰
向

け
寝
」
に
対
し
て
約
二
倍
、
「人
工

栄
養
」
は

「母
乳
栄
養
」
に
対
し

て
約
四
、
八
倍
、
「父
母
と
も
に
習

慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る
」
は

「習

慣
的
に
喫
煙
し
て
い
な
い
」
に
対

し
て
約
四
、
七
倍
の

「乳
幼
児
突

然
死
症
候
群
」
発
症
の
危
険
率
が

高
ま
る
こ
と
が
、
解

っ
て
い
ま

す
。
「児
の
暖
め
す
ぎ
」
は
結
果
と

し
て
危
険
因
子
と
断
定
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
ス

ト
レ
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

世
界
各
国
で
先
に
挙
げ
た
四
つ

の
危
険
因
子
を
取
り
除
こ
う
と
い

う
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
を
行

っ
た
結
果

五
割
か
ら
七
割
の
発
症
が
低
下
し

た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
こ
の

「乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
」
は
約
八
割
が
出
生
後
六
ヶ

月
ま
で
に
発
生
し
、
四
ヶ
月
が
そ

の
ピ
ー
ク
と
な

っ
て
い
ま
す
。

を
予
防
す
る
に
は

①
仰
向
け
寝

②
母
乳

③
禁
煙

④
薄
着

を
積
極
的
に
心
が
け
る
こ
と
が
大

切
と
思
わ
れ
ま
す
。

●  ●

で
ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ

食事の介護を体験

修了証 「やさしさ証明」の授与

亭し
幼
:日
′し
ヴい
フ電

然
死
症
候
群

井
富
Ⅵ
υ

ヽ

Ｌ

‐
ｒ
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ｍ
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日 町
Vの
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9月 9日 は救急の日
9月 6日 から9月 12日 の間は救急医療週間です。毎年 9月 9日 を 「救急の H」 とし、このHを

含む 1週間を 「救急医療週間」と定め、救急業務の普及啓発運動を全国的に実施しています。

応急手当をおぼえよう (パー ト2)

ショックのみかた     体 位 管 理      出血があったら   のどに物がつまったら

各地域又はサークルで救急講習をしてみませんか。

お問い合わせは 南部分署救急隊まで  TEL2…9034

日|

=ロ

消防なんでも南部分署 TEL

あごを実
=出
すようにし、平手で

,中を4回ぐらヽ 強ヽく10く 。

晰
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ヽ
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C颯距

くな餃がないとき〉  口を奎にそらせ、

く呼吸が因織なとき〉

法
～

之護と
(チア/―ゼ,■は.こ●ぎみに曇えてtヽる.

②青じその葉を広げ、①を

巻き、小麦粉、溶き卵、

ンヾ粉

少々、

□材料

適宜

きフライ～(4人分)ささ身のし

1人分の栄養価
240■口り里

g、 青じその葉

1個分、ノ

適宜、塩少々、こしょう

麦粉適宜、揚げ油

□作り方

①ささ身を食べやすく細

切り、軽く塩、こしょ

か く

うをふる。

手前に乗せてクル リ

パン粉各適宜を順につ

けるの

③熱した揚げ油でカラリ

添えるとよりおいしく

と揚げる。レモンなどを

いただけま

(12)(9)

簾ヽ
.■

|

一
日
か
ら
十
二
月
末
日
ま
で
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。　
　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
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お年寄りとボーリングゲーム
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夏ばてに勝つ
―
!～食事で差がつく体づくり～

◆暑さも本番!厳しい暑さに疲れぎみの人も多いのでは?

夏を元気に過ごすためのポイント

☆1,水分をとること。

汗には水分だけでなくビタミンやミネラルも含まれるので、お茶などの

ほか野菜や100蘇果汁のジュース、果物で補給しましょう。

☆2,たんぱく質をしつかりとる。

特に肉や魚、豆腐などのたんぱく質は、消化を助けるメルヌルした成分

を含む夏野菜とともに食べることをおすすめします。この成分は、ムチン

といい、モロヘイヤ、あしたば、つるむらさき、オクラや山芋などにも含ま

れています。あまり加熱すると効力が失われるのでサッと加熱しましょ

う。ただし、モロヘイヤはそのまま食べるとミネラルの吸収を妨げるので

必ず、下ゆでしましょう。(葉だけを使うこと)

☆3,ハーブやスパイスを上手に利用しよう。

特に身近なしそ、しょうが、わさび、とうがらし、カレー粉、にんにく、ね

ま にら、玉ねぎなどをどんどん使いましょう。食欲増進、消化促進、ビタミ

ンの吸収を高める、発汗作用、冷房で冷えた身体を暖める、むくみを取る、

殺菌作用など、効用は様々です。ミントやジャスミン、カモミータkラベン

ダー、ハイビスカス、ローズなどの西洋ハーブも飲み物や入浴に、またポプ

リ(室内香)と して利用するとリラックスできます。

■||‐



●
児
童
手
当
制
度
の
目
的

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
手
当
て
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
家
庭
に
お
け
る

生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
児
童
手
当

の
し
く

み

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得

（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の

手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
が

一

定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制

限
に
よ
り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

第

一
子
と
第
二
子
に
つ
い
て
は

月
額
五
千
円
、
第
二
子
以
降
は
月

額

一
万
円
で
す
。

●
特
例
給
付
と
は

児
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当

し
な
い
た
め
、
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
な
い
被
用
者

（厚
生
年
金
等

に
加
入
し
て
い
る
人
）
又
は
公
務

員
に
つ
い
て
、
そ
の
人

の
前
年

（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
に

つ
い
て
は
前
々
年
）
の
収
入
が

一

定
に
満
た
な
い
と
き
は
、
特
例
給

付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
　

特
例
給

付
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
児
童
手

当
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

●
請
求

の
方
法

児
童
手
当

（特
例
給
付
を
含
み

ま
す
。
）
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
児
童
手
当
認
定

請
求
書
を
役
場
福
祉
係

（公
務
員

の
場
合
は
勤
務
先
）
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
け
ら

れ
る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

●
い
ろ
い
ろ
な
届
け
出

～
す
べ
て
の
受
給
者
の
方
～

現
況
届
が
必
要
で
す

受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六
月
中

（今
年
は
特
別
減
税
処
理
の
た
め

七
月
中
）
に
児
童
の
養
育
状
況
な

ど
を
確
認
す
る
た
め
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
を

提
出
し
な

い
と
、
受
給
資
格
が

あ

っ
て
も
、
六
月
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
下
さ

村

に
は
、
認
定
請
求
書
を
速
や
か

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

～
手
当
の
額
が
増
え
る
と
き
～

額
改
定
請
求
書
を
遅
れ
な

い
よ

う
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

～
そ
の
他
の
届
け
出
～

同
じ
市
町
村
で
受
給
者
又
は
児

童

の
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
、
手

当

の
額
が
減
る
と
き
、
手
当
て
の

支
給
が
変
わ

っ
た
と
き
、
特
例
給

付

の
受
給
者

の
方
が
被
用
者
で
な

く
な

っ
た
と
き

（会
社
を
退
職
し

て
厚
生
年
金

の
資
格
が
な
く
な

っ

た
場
合
な
ど
）
な
ど
に
は
、
受
給

事
由
消
滅
届
け
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
民
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

①
配
偶
者
控
除
　
四
十
八
万
円

②
扶
養
控
除
　
　
四
十
八
万
円

た
だ
し
、
扶
養
控
除

の
対
象
と
な
る

親
族
が
、
納
税
者
や
そ
の
配
偶
者

の
父

母
や
、
祖
父
母

（老
親
等
）
で
同
居
し

て
い
る
場
合
は
、
控
除
額
が
五
十
八
万

円
と
更
に
多
く
な
り
ま
す
。

障
害
者
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
例

①
障
害
者
控
除

納
税
者
本
人
が
、
障
害
者
で
あ
る
と

き
は
障
害
者
控
除
と
し
て
二
十
七
万
円

（特
別
障
害
者
は
、
四
十
万
円
）
が
所
得

金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

②
マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
受
け
ら

れ
る
特
例

①
障
害
者
控
除

障
害
者
控
除
と
し
て
一
人
当
た
り
二

十
七
万
円
、
⌒特
別
障
害
者
の
と
き
は

一
人
当
た
り
四
十
万
円
）
が
所
得
金
額

か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

②
特
別
障
害
者
と
同
居
し
て
い
る
場
合

の
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控
除

特
別
障
害
者
が
納
税
者
や
配
偶
者
、

納
税
者
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
の
い

ず
れ
か
と
の
同
居
を
常
況
と
し
て
い
る

と
き
は
、
配
偶
者
控
除
又
は
扶
養
控
除

と
し
て
通
常
の
控
除
額
に
三
十
五
万
円

を
加
算
し
た
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
阿
蘇
税
務
署
に

お
尋
ね
下
さ
い

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

お
気
軽
に
税
務
相
談
室
の

ご
利
用
を

税

務

相

談

室

は
、

「も

っ
と
く

わ

し
く

知

り
た

い
」
、
「私
の
ケ
ー

ス
は
ど

う

な

る

の
」
な
ど
、
税
金

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
ご
質
問
に

お
答
え
す
る
窓
口
で
す
。

税
金
の
こ
と
で
お
分
か
り
に
な

ら
な
い
と
き
は
、
お
気
軽
に
税
務

相
談
室
を
ご
利
用
下
さ
い
。

税
務
相
談
室
は
、
熊
本
国
税
局

を
は
じ
め
、
熊
本
東
、
八
代
、
大
分
、

別
府
、
鹿
児
島
、
宮
崎
の
各
税
務
署

内
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
面
談
の
ほ
か
、

電
話
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
税
務
相
談
室
の
上
手
な
利
用
法

１
、
相
談
内
容
を
整
理
し
て
あ
り

の
ま
ま
に

２
、
事
後
の
相
談
よ
り
事
前
の
相

談
を

３
、
簡
単
な
相
談
は
電
話

で
、
複

雑
な
相
談
は
面
談
で

熊
本
国
税
局

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
５
５

・
０
０
４
１

税
務
相
談
室

ＴＥ
０
９
６

・
４
５
４

・
８
６
４
２

熊
本
東
分
室

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
６
８

・
４
８
２
７

国
は
、
お
年
寄

り
や
障
害
の
あ
る

方
に
対
し
て
、
財

政
支
出
の
面
で
社

会
保
障
を
充
実
さ

せ
る
一
方
、
所
得

税
の
面
で
も
い
ろ

い
ろ
な
特
典
を
設

け
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
例

①
老
年
者
控
除

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、

か
つ
、
所
得
金
額
が

一
千
万
以
下

の
お
年
寄
り
の
場
合
は
、
老
年
者

控
除
と
し
て
、
五
十
万
円
が
所
得

金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
控
除
額

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、

公
的
年
金
や
恩
給
の
収
入
金
額
か

ら
差
し
引
か
れ
る
公
的
年
金
控
除

額
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

③
マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、

マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優
、
郵
便
貯
金

な
ど
利
子
に
つ
い
て
の
非
課
税
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
。

お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人
が

受
け
ら
れ
る
特
例

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
と
な

る
親
族
が
、
七
十
歳
以
上
場
合
は
、

通
常
よ
り
多
い
次
の
控
除
額
が
所

得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

九
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（五
期
）
口
町
県
民
税

（
二
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限

（九
月
三
〇
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

～
他
の
市
町
村
に
住
所
が
変
わ

っ

た
と
き
～

転
出
し
た
市
町
村

へ
は
受
給
事

由
消
滅
届
け
を
、
転
入
先
の
市
町

●

お
年
寄
り
や
障
害
者
と
税

●

●●

＊
も
し
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
ら
届
け
出
を
１

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
ら
、
そ
の
遺
族
の
方
は
十
四

日
以
内
に
「年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も

し
こ
の
届
け
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
す
る
と
死
亡
日
以
後
も
年
金
が
支

払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過
払
い
と
な

っ
た
年
金
は
、
後
で
遺
族
の

方
か
ら
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
余
分
な
負
担
を
生
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
死
亡
の
届
け
出
は
、
速
や
か
に
行

っ
て
下
さ
い
。

《
届
け
出
先
》

○
国
民
年
金
の
受
給
権
者

（旧
国
民
年
金
の
受
給
権

者
お
よ
び
第

一
号

・
第
三
号
被
保
険
者
期
間
の
み
の

基
礎
年
金
の
受
給
権
者
）
の
死
亡

↓
住
所
を
管
轄
す
る
市
区
町
村

○
厚
生
年
金
保
険

・
船
員
保
険
の
受
給
権
者
の
死
亡

↓
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所

な
お
、
年
金
を
二
つ
以
上
受
給
し
て
い
た
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報
　
　
～
未
支
給
年
金
の
請
求
～

年
金
は
亡
く
な
ら
れ
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
と
き
は
、
亡
く
な
っ
た
方
と
生
活
を
共
に

し
て
い
た
遺
族
の
方
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
「未
支
給

年
金

・
保
険
給
付
請
求
書

（死
亡
届
と
二
枚
綴
り
に
な
っ
て
い
ま
す
）」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て
請
求
し
ま
す
。

《
添
付
書
類
》

死
亡
届
の
み
の
場
合

・
・
・
・
・①
年
金
証
書
②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

・前
記
①
、
②
に
加
え
て
③
死
亡
し
た
受

給
者
と
請
求
者
の
身
分
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
戸
籍
謄
本
④
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（例
え

ば
住
民
票
）

詳
し
く
は
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
係
国
民
年
金
担
当

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）
ま
で
ど
う
ぞ

ロロ

侵 :場,
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り

(11)

菫
手
当
制
度
の
あ
ら
ま
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がん制圧くまもと県民の集い&
_      ヘルシーデイ リ98 in高森

9月 に実施される全国がん征圧月間凛び結核予防週間の行事として、地域に根ざしたがん
t

循環器疾患並びに結核の予防に関する普及啓発を行い、県民の意識の高場と日常的継続的な健

康づくりの実践、ひいては生活習慣病の予防に資することを目的に「がん制圧くまもと県民の

集い&ヘルシーデイ '98 in高森」が開催されます。
いろいるな催しが行われますので、皆さん参加してみませんか ?

■日  日寺 平成 10年 9月 23日 (水)秋分の日
午前 9時 30分ちヽ ら

■場 1 所 高森町林業総合センター       _
■内  容 座談会

「
.こ れからの健康づくり

・   いきいきライフー生活習慣病の予防」
パネラー               

・

○熊本大学第二外科助教授   三隅厚信さん
‐ ○熊本県トライアスロン連合理事 中嶋徳治さん
○町役場保健婦  .     野中裕美子さん

__○成人病検診センター所長   中村郁夫さん

■同時間催行事

○ホリデードッグ (人数限定約 100名 )

○料理教室・・・地元食材を使った有名ホテルコック

長による出張講習 (約 30名 )
○体力測定、健康相談・・・体力年齢や体脂肪率、血

圧測定などの結果をもとに個別指導、相談

○乳がん自己検診指導・・・保健婦による指導

○健康づくり絵画、がん制圧標語の作品展示

○にわか

○健康なるほど○×ゲームやお楽しみ抽1'署会

詳しくは町民福祉課保健衛生係 TEL2-1111(内線127)
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